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   私は彼の発言を遮ってこう言った。『われわれにパリそのものを要
求したほうがより簡単でしょう。あなたはなぜ、フランスの議会があ
なたがたの大砲の監視下で討議することにこだわるのですか』、と。 
   『別の取り合わせを模索しましょう』と、彼は私に答えた。 
  私は彼にトゥールでの議会招集を提案した。これならば、パリにお
ける議会招集のような担保を必要としないからである。 








                                                     
33  Favre, Op. cit., pp.185-186.; Sordet, Felix, 1870-71 ou une page d'histoire: 
Administration et Guerre, Chalon-sur-Seune, S. Montalan, 1873, 452 p., p. 211.  
横浜市立大学論叢社会科学系列 2011 ; Vol.62 No.1, 2, 3合併号 
194 
   『わが国土の寸土、わが要塞の一石といえども譲らない。』 
   政府は最後までこれを堅持するであろう。 パリ市役所にて、1870
年 9月20日」34 
9月24日、トゥール派遣部も諸県に向かって次のような宣言を発した。 
   「パリ包囲前にジュール・ファーヴル氏は敵情査察のためビスマル
ク氏と会見した。以下に掲げる宣言は、この和平提案に対する敵方の
返答がどんなものかを示した。 
   プロイセンは戦争続行を望み、フランスを第二級国家に陥れること
を望んだ。 
   プロイセンは占領権に基づき、フランスからアルザス州とメッス以
東のロレーヌ州の割譲を要求した。 
   プロイセンは休戦協定の同意の条件として、敢えてストラスブール、
トゥール、モン=ヴァレリアンの各要塞の予備的開城を要求した。 
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フェリー、ロシュフォール、アラゴの姿が現れた。 
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第 4章  休戦の企て 
 
第1 節 孤立するフランス 
 普仏戦争の推移はヨ－ロッパ諸国から熱い視線を浴びていた。戦前の予
想では、無敵を誇るフランス陸軍が“新米の”プロイセン軍を前にかくも
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繰り返した。Favre, Jules, Gouvernement de la Défense national, op. cit., p. 178. 
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証」であった。つまり、フランスから侵略の芽を積み取るため、ひいてはヨーロッ
パの安全のために、アルザス=ロレーヌの割譲が必須であることを強調した。 
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述べた。もはや絶滅にいたるまでの徹底抗戦しか術は残っていない。二枚
舌を残忍の極みに結びつける敵との間で、高貴なフランスが取るべき道は
これしかないのだ」（11月19日）。 
 21才以上40才までの未婚男子と子どもを有する寡夫の即時動員が決まっ
たが、この徴兵除外規程が悪用され、徴兵逃れのための俄か結婚がブーム
となった。つまり戦意は萎えていたのである。 
 スダン陥落から 2ヵ月たっても国際情勢に変化はなかった。いかなる国
もフランス側に立って事を構える気はなく、またいかなる国も仲裁にうっ
て出ようとしなかった。フランスの孤立化のお膳立てづくりに全力を尽く
してきたビスマルクはこの意味で完勝をおさめたのである。また、戦時下
におけるフランスの体制変化すなわち革命は同国の重荷となった以外、何
ももたらさなかった。 
 仏独の交渉は暗礁に乗り上げ、戦争が続くことになった。フランス側の
望みの綱は奇跡、総動員と徹底抗戦による奇跡のみであった。外国の観測
筋は、それはあまりに無謀であり、フランスは早晩降伏せざるをえないと
見なした。 
［つづく］ 
 
